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献　呈　の　辞
　一泉知永先生が，古稀を迎えられ，しかもご壮健でご活躍されておられますことは，誠におめ
でたいことでございます。
°一?謳ｶは，履歴書に記されている通り，昭和16年に明治大学予科に入学され，政経学部経済
学科に進学されるや第二次大戦の戦火の拡大が急を告げる昭和18年12月学徒出陣によって南方へ
出兵されました。戦後の昭和21年に復員され，ただちに大学へ復学，昭和24年3月に本学政経学
部を卒業し，4年間，日興証券本店調査部に勤務しておられ，証券・金融の動向を絶えず注視し，
両者の融合という課題を抱えながら，その傍ら明治大学政経学部経済学科大学院に籍を置き，故
春日井薫教授の薫陶の下に，その門下生の一人として勉学されてきた経歴の持ち主でございます。
そして，昭和28年商学部助手に就任され，それ以来，40年余の長きにわたって商学部に在任され，
商学科長，教務主任の要職を歴任され，常に商学部の看板教授として教育・研究および学内行政
に当たられ，学部ならびに大学の発展に貢献されてこられました。
　一泉先生は，この40年間を通じて，常に商学の一つの主要な学問領域である金融・証券理論の
融合に研究の主題を求め，非常に多くの論文を執筆されるとともに，昭和41年に提出された学位
請求論文r資本蓄積と信用』で商学博士の学位を取得されました。しかし，金融と証券の融合と
いう課題を追い続けながらも，それらの領域に限定されることなく，さらにそれらを包含した文
化論的吟味を加えた独特の研究領域へと研究の幅を広げられてこられました。先生の言葉を借り
るならば，「経済理論の抽象的普遍性には国境はなくとも，理論が現実に現れるときには，それ
ぞれの文化というフィルターを通して現れる。ここに経済学と文化の問題がある。民俗学，民族
学，文化人類学，歴史学，考古学等との学際的総合研究は，今後益々に必要になるであろう。ヨ
ーロッパの理論の研究は，もちろん重要であるが，それ以上にアジア文化の歴史，理論，研究と
の総合が必要になるであろう」と示唆されておられる。先生のそうした思想の背景は，学生時代
に学徒出陣によってシンガポール，ベトナムへ出兵された当時，フランスの植民地であったベト
ナムとフランスの諸制度との混合の中に見出し，培われたことにまで遡る。いずれにせよ，わが
国における経済学と文化論の融合の必要な具体的な例として「（1）日本人の経済行動にはヨー
ロッパの理論では説明できないことがある。（2）中小企業一大企業一大銀行一日銀といった依
存型も必ずしもヨーPッパと同じではない。（3）地方銀行も全国銀行化を狙い地方銀行とはい
えない（中央指向型）。（4）中央銀行依存度が高い。（5）盆と暮れのボーナス。（6）月給と週給
等々」を指摘され，それを解明するためには，アジア文化論と経済学の融合の必要性を一貫して
指向されておられる。その一つの試みが，r沖縄の経済と文化』（明治大学百周年記念論文集）や沖
縄公論に掲載されたr経済文化論：沖縄の文化と経済』，r沖縄経済：人と水』（琉球新報）などの
論文や時評論文に見られるのではないかと思われます。
　li　　　　　　　　　　　　　　　『明大商学論叢』第76巻第2号
　学部教育に当たっては，経済学，産業金融論を担当され，また，大学院商学研究科にあっては，
産業金融特論を担当され，研究者の養成に当たられるとともに，学部ゼミナールでは，一泉ゼミ
と言えぽ，商学部の名門ゼミとして学生の間でその厳しさが浸透し，一種の神話さえ作り上げら
れていたほどです。しかし，先生は学問の上での厳しさを教えるだけではなく，先生のご人徳を
慕い，多くのゼミ生がその門を叩いたことを見れぽ，先生の優しさとユーモア濫れる話し振りに
感動されないものはないでしょう。
　さらに学会活動としては，日本生活文化史学会副会長，日本風俗学会理事，南島史学会評議員
などの要職を歴任され，学会の発展に寄与されてこられました。
　このたび，定年を迎えられ第一線を退かれることになりましたが，私どもにとりましては誠に
名残り惜しく思われます。しかし，引き続き兼任講師で一・二年，商学部にとどまり，後任の先
生を育て，かつ学生の教育・指導を続けられるとうかがい，心から嬉しく思います。
　私ども一同は，先生の古稀を祝賀し，あわせて先生の長年にわたる本学部ならびに大学の教
育・研究の発展に尽力された功績を祈念しまして，記念論文集を献呈し，心から感謝する次第で
す。
　どうか一層ご壮健で，これから私どものお目付け役として，叱正ご指導下さいますようお願い
申し上げます。
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